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平成₂₈年度 エネルギー関連施設見学会

　８月２日（火）～８月４日（木）、幌延町と東海村でのエネルギー関連施設見学会を行い、₃₀名
の小中学生が参加しました。
　１日目は、幌延深地層研究センターを見学しました。ゆめ地創館で施設見学を行い、幌延町で行
われている研究について学びました。その後のバーチャル地下施設見学では、バーチャル技術とク
イズに児童生徒は楽しんで勉強することができました。
　２日目は、東海村の東海研究開発センターと原子力科学館を見学しました。東海研究開発センタ
ーでは、実際に使用している電子顕微鏡によって幌延の岩石を見ることができました。原子力科学
館では、原子力の基礎知識について学びました。肉眼では見ることのできない放射線を霧箱という
実験器具を通して見たり、放射線の広がりをドミノで遊びながら学べるものなどがあり、みんな真
剣になって取り組んでいました。
　参加した児童生徒は、この見学会を通して普段することのできない体験ができたのではないかと
思います。今回の経験をきっかけに、エネルギーについての知識を増やしていってほしいです。


